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青
年
ら
し
さ
を
企
画
に
活
か
し
て
拡
大

全
労
連
青
年
部
　
　
　

定
期
大
会

ホームページ　単産・単組の専用ページパスワード：kurashitofukushi（11/1～ 30）

　

政
府
は
、「
働
き
方
改
革
」
で
残
業
時
間
を
規
制

す
る
と
言
い
な
が
ら
、
過
労
死
ラ
イ
ン
の
月
１
０

０
時
間
を
上
限
に
し
た
り
、
規
制
を
適
用
除
外
に

す
る
法
案
が
秋
の
国
会
で
は
焦
点
に
な
り
ま
す
。

8
時
間
働
い
た
ら
帰
る
・
暮
ら
せ
る
、
長
時
間
・

過
密
労
働
の
是
正
と
全
国
一
律
の
最
低
賃
金
制
度

の
実
現
は
重
要
な
課
題
で
す
。

動
き
出
す
労
働
法
制
改
悪

福岡県何でもファイブ  【産業別就業人口比率（%）第２次】 第1位：吉富町 39.3%　第2位：苅田町 36.7%　第3位：鞍手町 34.6%　第4位：上毛町 32.8%　第5位：行橋市 32.4%　平成22年「国政調査報告」（総務省）

  

Ｊ
Ｒ
小
倉
駅
デ
ッ
キ
前
（
9

／
24
）
で
は
32
人
の
参
加
で
１

１
５
筆
、
Ｊ
Ｒ
博
多
駅
前
（
9

／
26
）
で
は
12
団
体
23
人
の
参

加
で
１
１
６
筆
の
国
際
署
名
が

英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
の
署

名
も
集
ま
り
ま
し
た
。
県
内
自

治
体
首
長
の
署
名
も
60
自
治
体

中
28
自
治
体
の
首
長
が
行
っ
て

い
ま
す
。
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
（
核
兵
器
廃
絶
国
際

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
が
受
賞
を
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
頑
張
り
あ
い

た
い
も
の
で
す
。

　

9
月
23
日
、
24
日
の
二

日
間
、
東
京
都
で
第
30
回

全
労
連
青
年
部
定
期
大
会

が
開
催
さ
れ
全
国
か
ら
50

人
を
超
え
る
仲
間
が
集
い
、

福
岡
県
労
連
青
年
部
も
そ

の
一
員
と
し
て
議
論
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
各
地
の
青
年

部
の
意
欲
的
な
取
り
組

み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
形
式
の

学
習
会
、「
平
和
を
お
し
ゃ

れ
に
身
に
つ
け
る
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
ア
ク
セ
サ

リ
ー
の
作
成
、
ま
た
四
国

地
域
で
は
青
年
部
員
で
八

十
八
箇
所
参
り
に
取
り
組

む
な
ど
、
ど
れ
も
堅
く
な

り
す
ぎ
な
い
「
青
年
ら
し

　

３
月
28
日
に
ま
と
ま
っ

た
「
働
き
方
改
革
実
行
計

画
」
は
同
一
労
働
同
一
賃

金
の
推
進
や
長
時
間
労
働

対
策
と
し
て
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
を
取
り
入
れ

る
と
い
う
側
面
は
あ
る
も

の
の
、
そ
の
上
限
は
過
重

労
働
防
止
を
目
的
と
す
る

も
の
と
し
て
は
不
十
分
な

も
の
で
す
。
ま
た
、
高
度

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制

度
等
は
「
残
業
代
ゼ
ロ
法

案
」
と
い
う
言
葉
が
示
す

よ
う
に
、
一
定
の
職
種
と

年
収
要
件
を
満
た
せ
ば
、

働
く
時
間
が
青
天
井
な
上

で
残
業
代
も
払
わ
れ
ず
に

働
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
ま
た
今
後

の
適
用
要
件
は
、
省
令
に

よ
っ
て
定
め
る
と
し
て
お

り
、
財
界
か
ら
の
要
望
で

要
件
を
順
次
引
き
下
げ
ら

れ
る
危
険
性
は
極
め
て
高

い
と
い
え
ま
す
。

　

政
府
が
進
め
る
「
働
き

方
改
革
」
の
本
質
は
、
実

行
計
画
を
と
り
ま
と
め

た
「
働
き
方
改
革
実
現
会

議
」
の
構
成
メ
ン
バ
ー
か

ら
読
み
取
れ
ま
す
。
総
理

を
は
じ
め
関
係
閣
僚
の
ほ

か
、「
民
間
議
員
」
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
働

く
ル
ー
ル
を
検
討
す
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者

代
表
が
1
名
で
の
み
で
極

端
に
少
な
く
、
む
し
ろ
経

営
者
や
新
自
由
主
義
の
学

者
な
ど
の
主
張
に
基
づ
く
、

「
働
か
せ
方
改
革
」「
雇
い

方
改
革
」「
辞
め
さ
せ
方

改
革
」
で
あ
り
、
政
府
が

も
く
ろ
む
「
働
き
方
改

革
」
は
労
働
者
の
要
求
や

視
点
を
欠
い
た
も
の
で
あ

る
こ
と
は
明
白
で
す
。
ま

た
、
国
の
労
働
行
政
職
員

を
連
年
大
幅
減
員
し
て
い

る
こ
と
も
、
労
働
者
保
護

の
姿
勢
に
疑
念
を
持
た
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

　
「
働
き
方
改
革
関
連
法

案
」
は
順
次
国
会
に
提
出

さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
一

括
法
案
で
あ
る
こ
と
も
注

視
が
必
要
で
す
。
趣
旨
が

異
な
る
法
案
を
ま
と
め
て

議
論
、
採
決
し
よ
う
と
す

る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
に
つ
い
て
丁
寧
な
議
論

を
阻
害
し
ま
す
。
労
働
者

目
線
の
真
の
「
働
き
方
改

革
」
を
求
め
、
広
範
な
労

働
者
が
連
帯
し
て
た
た
か

う
必
要
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
必
要
で
す
。

※
省
令
と
は

各
省
大
臣
が
そ
の
行
政

事
務
に
つ
い
て
、
法
律

や
政
令
を
施
行
す
る
た

め
、
ま
た
は
法
律
や
政

令
の
委
任
に
基
づ
い
て

発
す
る
命
令
。

さ
」
や
「
地
域
の
特
色
」

を
活
か
し
た
企
画
で
、
青

年
が
集
い
や
す
く
楽
し
み

な
が
ら
学
べ
る
こ
と
を
意

識
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ

り
ま
す
。
総
括
で
は
青
年

の
目
を
引
く
キ
ャ
ッ
チ
ー

な
フ
レ
ー
ズ
や
チ
ラ
シ
で

の
宣
伝
、
訪
問
活
動
な
ど

丁
寧
な
参
加
集
約
が
企
画

の
成
功
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
に
も
言
及
が
あ
り

ま
し
た
。

　

他
地
域
の
青
年
の
取
り

組
み
を
参
考
に
、
福
岡
県

労
連
青
年
部
で
も
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。
青

年
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
福

岡
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

（
全
印
総
連  

藤
岡 

元
気
）

　

国
連
で
核
兵
器
禁
止
条
約
の
調
印
式
が
行
わ
れ

た
9
月
20
日
か
ら
26
日
ま
で
「
平
和
の
波
」
行
動
が
、

全
世
界
で
取
り
組
ま
れ
、
福
岡
県
内
各
地
で
も
職

場
や
地
域
で
様
々
な
行
動
が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

ア
ベ「
働
き
方
改
革
」阻
止
を

ア
ベ「
働
き
方
改
革
」阻
止
を

各地で取り組まれる署名行動

「平和の波」で核廃絶へ「平和の波」で核廃絶へ第30回

一
定
の
職
種
・
年
収
で
残
業
代
ゼ
ロ

一
定
の
職
種
・
年
収
で
残
業
代
ゼ
ロ
!?!?

労
働
者
の
視
点
欠
い
た
政
策

労
働
者
の
視
点
欠
い
た
政
策

労
働
者
目
線
の
働
き
方
改
革
を
求
め
て

労
働
者
目
線
の
働
き
方
改
革
を
求
め
て

※



福岡県労働組合総連合 第132号　（2）2017 年 10 月 25 日

生
活
保
護
行
政
の
現
状
報
告

今後の日程 10/28㈯ 全労連パ臨連総会　10/29㈰ 福岡地区労連第28回定期大会　10/29㈰ 第37回自治体フォーラム　11/3㈮ 福岡県民集会　11/4㈯ 機関紙学校・久留米教室　11/18㈯ 女性センター第25回定期大会

北九州市の生活保護はどうなったのか北九州市の生活保護はどうなったのか

生活保護基準切り下げ、年金切り
下げ違憲訴訟を支援する福岡の会

「いかんよ貧困・福岡の会」
第３回

人間らしく働くため
の九州セミナー 

inくまもと総会
11月12日（日）

11月25日（土）・26日（日）
13時30分から

第3博多偕成ビル
大会議室

連絡先：いかんよ貧困・福岡の会
☎ 092-414-1407

お誘い

2017年

講師　斎藤　周氏
（群馬大学教育学部教授）

記念講演

家族的責任を自分らしく果たす権利と健康

　

報
告
で
は
、
高
木
健
康

弁
護
士
が
報
告
し
、
２
０

０
５
年
か
ら
連
続
し
た
死

亡
事
件
を
検
証
す
る
「
北

九
州
市
生
活
保
護
行
政
検

証
委
員
会
」
が
、
小
倉
北

区
の
餓
死
し
た
男
性
の

残
っ
て
い
た
日
記
と
市
民

世
論
の
大
き
さ
か
ら
3
件

目
の
事
件
を
検
証
の
対
象

に
し
、
厚
生
労
働
省
も

「
北
九
州
市
の
生
活
保
護

行
政
は
間
違
っ
て
い
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
あ
れ
か
ら
10
年
た
っ

て
ま
だ
、
申
請
か
ら
保
護

開
始
ま
で
30
日
（
法
的
に

は
14
日
）
が
、
常
態
化
し

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
記
念
対
談
が

行
わ
れ
、
作
家
の
雨
宮
可

凛
さ
ん
と
厚
労
省
官
僚
か

ら
弁
護
士
に
転
身
し
た
尾

藤
弁
護
士
が
「
あ
れ
か
ら

日
本
の
生
活
保
護
は
よ
く

な
っ
た
か
」
と
題
し
た
対

談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

尾
藤
弁
護
士
は
、「
厚

労
省
は
北
九
州
市
に
『
生

活
保
護
行
政
の
全
国
の
モ

デ
ル
』
と
し
て
天
下
り
職

員
を
30
年
に
渡
り
チ
ー
ム

で
派
遣
し
、
数
値
目
標
に

よ
る
管
理
や
扶
養
の
強

制
、
厳
し
い
就
労
指
導
、

母
子
家
庭
や
ホ
ー
ム
レ
ス

の
保
護
申
請
の
排
除
・
水

際
作
戦
等
を
厚
労
省
と
し

て
率
先
し
て
や
っ
て
き

た
。
そ
し
て
事
件
が
起
き

て
『
北
九
州
市
は
間
違
っ

て
い
る
』
と
梯
子
を
外
し

た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

雨
宮
さ
ん
は
、「
こ
の

11
年
、
5
年
周
期
で
事
件

が
起
き
て
い
る
。
07
年
の

北
九
州
市
の
お
に
ぎ
り
、

12
年
の
札
幌
、
17
年
の
女

子
高
生
バ
ッ
シ
ン
グ
。
貧

困
を
言
う
と
バ
ッ
シ
ン
グ

す
る
風
潮
が
あ
る
。
生
活

保
護
と
公
務
員
バ
ッ
シ
ン

グ
が
交
互
に
行
わ
れ
て
い

る
。
新
自
由
主
義
と
の
戦

い
の
30
年
だ
っ
た
が
、
当

事
者
が
声
を
上
げ
始
め

た
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

尾
藤
弁
護
士
は
、「
行

政
や
政
治
家
が
烙
印
を
押

し
付
け
て
く
る
。
世
界
の

常
識
は
権
利
行
使
が
し
や

す
い
状
況
を
政
治
が
作
っ

て
い
る
が
、
日
本
で
は
政

治
家
が
バ
ッ
シ
ン
グ
を
率

先
し
て
や
る
。
最
低
保
障

年
金
を
作
れ
ば
生
活
保
護

受
給
者
は
減
る
。
生
活
保

護
者
は
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド

と
言
う
が
、
政
府
が
モ
ラ

ル
ハ
ザ
ー
ド
だ
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

雨
宮
さ
ん
は
「
マ
ス
コ

ミ
が
生
活
保
護
受
給
者
の

イ
メ
ー
ジ
を
作
っ
て
い

る
。
カ
ッ
プ
酒
、
パ
チ
ン

コ
と
そ
の
映
像
が
市
民
に

刷
り
込
ま
れ
て
い
る
。
辛

く
て
も
生
活
保
護
を
申
請

し
な
い
人
が
バ
ッ
シ
ン
グ

に
向
か
う
」
と
述
べ
、
尾

藤
弁
護
士
は
「
生
活
保
護

だ
け
で
な
く
年
金
、
最
低

賃
金
の
引
き
上
げ
、
雇
用

　

参
加
組
織
の
建
設
業
・

医
療
・
学
校
・
公
務
の
職

場
か
ら
働
き
方
の
問
題
点

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
人
親
方
化
さ
れ
る
建

設
業
の
実
態
、
サ
ー
ビ
ス

残
業
が
恒
常
化
し
て
い
る

医
療
現
場
、
教
職
員
の
ブ

ラ
ッ
ク
部
活
の
実
態
な
ど

が
、
リ
ア
ル
に
報
告
さ

れ
、
問
題
点
を
共
有
し
ま

し
た
。

　

井
下
弁
護
士
は
、
安
倍

内
閣
が
す
す
め
る
「
働
き

制
度
な
ど
を
充
実
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
大
切
。
我
慢

比
べ
、
貧
困
比
べ
に
な
っ

て
は
い
け
な
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

『おにぎり食べたい』から10年の記念集会

「
夫
に
死
ん
で
ほ
し
い
妻
た
ち
」

「
夫
に
死
ん
で
ほ
し
い
妻
た
ち
」

小
林
小
林  

美
希
美
希  

著著

　

家
事
・
育
児
で
、
妻
が
「
し
て
ほ
し
い

こ
と
」
と
夫
が
「
し
て
い
る
つ
も
り
」
の

間
に
は
大
き
な
差
が
あ
る
。
そ
う
し
た
不

満
や
怒
り
は
、
妻
の
心
の
中
に
澱
（
お
り
）

の
よ
う
に
溜
ま
っ
て
い
き
、「
死
ね
ば
い
い

の
に
…
」。
出
産
で
キ
ャ
リ
ア
を
中
断
さ
れ

た
女
性
が
離
婚
し
て
生
き
て
い
く
に
は
、

今
の
世
の
中
リ
ス
ク
が
大
き
い
。
経
済
的

理
由
で
離
婚
を
躊
躇
す
る
妻
は
、
住
宅
ロ
ー

ン
が
な
く
な
り
、
遺
族
年
金
や
生
命
保
険

が
入
っ
て
く
る
「
夫
の
死
」
を
切
望
す
る
。

　

そ
の
背
景
に
あ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
、

長
時
間
労
働
、
非
正
規
労
働
、
同
一
労
働

同
一
賃
金
な
ど
に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
ら

れ
る
一
冊
。「
殺
さ
れ
る
」
こ
と
は
な
い
ま

で
も
、「
死
ね
ば
い
い
の
に
…
」
と
思
わ
れ

な
い
た
め
に
。 

 

（
い
と
う　

ひ
で
き
）

この本
おすすめ

朝日新書
2016年4月刊
780円+税

と き

第28回

会 場

　

9
月
30
日
北
九
州
市
小
倉
北
区
の
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
・
ム
ー
ブ
多
目
的
室
で
、「
生
活
保
護
支

援
九
州
・
沖
縄
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
10
周
年
記
念
集
会
」（
県
司
法
書
士
会
・
県
弁
護
士
会
後
援
）
が
開
催
さ
れ
、

会
場
か
ら
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
10
年
前
に
「
お
に
ぎ
り
食
べ
た
い
」

と
日
記
を
残
し
て
餓
死
を
し
た
事
件
か
ら
10
年
を
節
目
に
集
会
が
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

雨
宮
可
凛
さ
ん
と

 

尾
藤
弁
護
士
の
記
念
対
談
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働
き
方
を
リ
レ
ー
ト
ー
ク

働
き
方
を
リ
レ
ー
ト
ー
ク

自
分
の
生
活
時
間
を
取
り

自
分
の
生
活
時
間
を
取
り

戻
す
戻
す

方
改
革
」
の
詐
欺
的
な
中

身
、
今
年
１
月
に
出
さ
れ

た
「
未
来
投
資
戦
略
２
０

１
７
」
が
掲
げ
る
「
働
き

方
改
革
」
は
「
生
産
性
の

向
上
と
新
し
い
価
値
総
出

力
の
強
化
」
〜
企
業
が
世

界
で
一
番
活
動
し
や
す
い

国
へ
と
し
て
お
り
、
労
働

者
の
権
利
を
奪
う
も
の
で

す
。
長
時
間
労
働
規
制
１

０
０
時
間
は
、
結
局
過
労

死（
推
進
）基
準
で
あ
り
、

非
正
規
雇
用
対
策
の
「
同

一
労
働
同
一
賃
金
」
は
絵

に
描
い
た
餅
で
す
。

　

家
族
的
責
任
を
果
た
す

働
き
方
、
家
族
と
共
に
過

ご
す
働
き
方
「
日
曜
日
の

パ
パ
は
僕
の
も
の
」
に
あ

る
よ
う
に
、
世
界
的
に
も

異
常
な
日
本
の
長
時
間
労

働
、
国
際
通
用
語
と
な
っ

た
「
カ
ロ
ー
シ
」
人
が
壊

れ
る
と
（
う
つ
病
な
ど
）

な
か
な
か
元
に
戻
ら
な

い
。「
生
活
時
間
が
奪
わ

れ
て
い
る
。
自
分
た
ち
の

生
活
時
間
を
取
り
戻
す
」

社
会
を
変
え
る
大
き
な
運

動
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し

た
。

　

７
月
29
日
（
土
）
北
九
州
労
健
連
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
が
55
人
の
参
加
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、最
初
に
、今
年
行
っ

た
３
期
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ａ
Ｎ
塾
生
に
、
終
了
証
を
渡
す
終
了
式
を
行
い
ま
し
た
。　


